
春校だより ２月号  
◇ 副校長あいさつ ◇      「令和の時代の高校生」          河田 純次 

１月下旬からだんだん寒くなり、朝、横川の道の駅の前にある道路上の温度計が氷点下になっている日があ

ります。また、地面一面が真っ白になりかかっている日もありました。しかし、雨はほとんど降らず、ほぼ毎

日雲一つない青空が広がっており、空気が快適でおいしく感じます。この時期ならではの春野のよさが感じら

れます。 

学校では日々様々な活動が行われておりますが、２学期の終わり近い頃に、商業類型と福祉類型の３年生９

名が、英語の授業の中で、「台湾高校生とのオンライン交流」を英語で行いました。オンライン会議システムを

活用して、台湾南部の台南市にある国立曽文高級家事商業職業学校の３年生８名と相互交流を行いました。私

自身、このような海外とのグローバルなオンライン交流は、初めてでしたので、令和の時代の新しい日本の学

校というものを感じました。生徒たちは、学校や春野町、日本のアニメなどをスライドを使って英語で紹介し

たり、吹奏楽部の生徒がサックスで演奏したりしました。台湾の高校生からは、台南の食生活や文化、デザイ

ン科の授業の様子などを紹介していただきまし

た。現代っ子の生徒たちは英語が通じた喜びもあ

りますが、教員の想像を超え、事前も事後もスマ

ホでお互いに交流をしていたようで、とても頼も

しくも感じました。 

◇ お茶を五感で感じましょう 宇野茶園 ◇  11 月 17 日（金）12 月８日（金） ２年生 

 本校 2 年生が宇野茶園さんにお越しいただき、お茶についての講演とお茶の試飲をさせていただきま

した。普段飲めないようなお茶を飲むことも出来、お茶についての理解が深まりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇ 春野中学校と百人一首で交流しました ◇  12 月 13 日（水） １年生 

本校１年生が春野中学校の１年生と百人一首の好きな歌を紹介し合いました。会話はそれぞれの学校生

活にも及び、楽しみながら日本の文化を学ぶことができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和６年２月 20日 

静岡県立天竜高等学校春野校舎 

地域と学校をつなぐ!! 

私は春野中学校出身で、私が中学 1

年生のときに同じことをしました。

しかし今回は別の立場になり、とて

も貴重な体験が出来ました。また、

中学校の先生や後輩に会えて嬉しか

ったです。（11HR 宮原くるみ） 

高級なお茶をいくつか

飲み、口の中が色々な

味がしましたが、やは

り高級さを感じるもの

であり、なんだか申し

訳ない気分になりまし

た。（21HR 廣島勇輝） 

２日目は烏龍茶と紅茶につ

いてやりました。台湾で修

行をしたおかげで紅茶を作

ったら、今年金賞を取って

いるのですごく努力をして

つくったと思いました。

（21HR 藤下佑樹） 



◇ 勝つのはどのチーム！？球技大会 ◇  12 月 20 日（水） 

今年度最後の球技大会。バドミントンを行いました。実力拮抗で白熱した試合が多く見られ、プレーに

も応援にも熱が入りました。 

◇ 秋葉神社でアルバイト ◇  12 月 31 日（日）～１月８日（月） 

春野校舎の２、３年生の７名が秋葉神社の上社と下社に分かれて年末年始のご奉仕をしてきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇ 2024 年の始まりは百人一首から！ ◇   １月９日（火） 

 始業式と同日、校内で毎年恒例の百人一首大会を開催しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

内容についてのお問い合わせは、 

053-985-0306 天竜高校春野校舎内 総務・図書課 までお願いします。 

☜                       ※カラー版「春校だより」は天竜高校春野校舎 HP で！ 天竜春野校舎 検 索 スマホの方はこちらからも 
アクセスできます 

私は初めてアルバイトをしました。縁

起物の値段を覚えたり、在庫の確認を

したりと大変でした。神社の方にいろ

いろ話を聞くことが出来、アルバイト

は私にとって良い経験になったと思

います。（31HR 長谷川舜） 

 

私たち３年生にとって、１、２年生と交流できて、3 年生全員

で出来る最後の行事でした。今年は池谷先生を含む 11人で（１

人欠席）優勝することが出来ました。久しぶりに百人一首に触

れ、また百人一首について調べたり読んだりしたい気持ちにな

りました。（31HR 松山亜香音） 

 

最後の球技大会だったので、勝

ちたいと思っていました。1 年

生と 2年生と対戦したとき思

った以上に強くてびっくりしま

した。ミスをしたこともあった

けれど、決めることも出来たの

で良かったです。（31HR 井上

璃々果） 

去年に行った時と比べてかなり取れる枚

数が増えていたため、正直嬉しかったで

す。また、百人一首大会は来年もあるため

そのときは良い結果を残せるように頑張

ってみたいです。（21HR 太田忠利） 

 


